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                謹賀新年  

 

皆さま、明けましておめで

とうございます。2022年の

年頭に当たり、謹んで新年

のご挨拶を申し上げます。  

 新型コロナウイルスの感

染拡大が止まらないなか

で、今年も新しい年を迎え

ることになりました。幸い

にして日本では奇跡と言わ

れるほど感染者の数が減っ

ていますがまだ予断が許さ

れる状況ではありません。

米国、欧州各国等では激しく感染者数が増加しています。

ロシアにおいても連日4万人前後の新規感染者が出ていま

す。最近ではオミクロン株という新たな変異種が見つかっていま

す。 

 新型コロナ感染症の影響を受けて日ロ間では相互の往来が困難

な状況が続いているため、協会の活動に大きな支障を来たしてい

ることは残念なことです。年初に予定した企画の実現を見送らざ

るをえないものも少なからずありました。 

 しかしながら厳しい環境の中にあっても会員の皆様のご協力を

いただき、種々工夫をしながら状況に即した交流を続けることが

できたことは素晴らしい事です。ここに改めて昨年一年間に皆様

からいただいた多大なご支援と積極的な活動に対して心よりお礼

を申し上げます。 

 昨年実現できた活動の主なものを挙げれば、定例のロシア語教

室他、大使館や通商代表部との交流を通じて日本語教室、着物の

着付け、活花、日本料理講習会、大相撲観戦など日本文化の紹介

活動を実施してきました。また駐日ロシア連邦文化科学協力庁の

要請を受けて、ガガーリン大佐による人類初の有人宇宙飛行60周

年に因んだ記念行事を日本各地で実施することができました。更

にはサンクトペテルブルクとオンラインで国境をまたいだ講演会

を実施致しましたが、これは新型コロナ感染の環境下であればこ

そ実現ができた試みであり、今後の交流の新しい可能性を開きま

した。 

 今年もしばらくの間我慢が必要な日々が続きそうですが、その

中でもロシアの組織や仲間たちと一緒にできることを見つけてい

きたいと思っています。またこうした時期であればこそ、お互い

に知恵を絞って、積極的に交流の推進を図っていくことが大事で

あると考えています。そして一日も早く世界に、なかんずく、日

本とロシアにおいて日常が戻って、協会による交流が一層進んで

更に絆が強くなることを皆様と一緒に祈念したいと思います。 

 最後に皆さまにおかれては、ご自身とご家族を守り、また周囲

の大切な方々を守りながら、今年も健やかな日々を過ごして頂き

たいと心より願っています。 （会長 朝妻幸雄） 

新年あけましておめでとうございます。 

 国際社会が新型コロナウィルスのパン

デミックと闘った昨年、ロシアと日本の

みならず、全世界の国々は幾多の試練に

直面してまいりました。困難な状況の中

で、この大きな挑戦を克服するために

は、人類全体の連帯並びに、国際協力の

さらなる強化こその必要性が高まってい

ました。コロナにも関わらず、露日政治

対話が首脳と外相レベルを含めて継続し

ていました。特に、10月にプーチン大統

領は岸田総理大臣と電話会談して、両国

関係全体を互恵的に発展させていくこと

で一致しました。2022年には『露日地

域・姉妹都市交流年』開会式を実施し、その事業が両国の建設

的な相互協力を示す新たな事例となることを期待しておりま

す。本プロジェクトが、両国民の友情と信頼の強化を目指す

様々な事業のためのバトンとなることを願っています。 

 新年にあたり、皆さまに益々のご健勝とご多幸、ご繁栄をお

祈りするとともに、露日関係が今後も力強く発展していくこと

を心より祈念いたします。 

       駐日ロシア連邦特命全権大使 M.ガルージン 

 日ロ交流協会幹部及び会員の皆様！友人の皆様！ 

 ロ日協会より貴協会に対し心より新年のお祝いを申し上げま

す！過ぎゆく2021年は皆様にとって大変な年となり、私たちの忍

耐、持久力そして勇気が過酷な試練に晒された年となりまし

た。パンテミックが多くの面で私たち両国間の友好と善隣関係

の発展に関わる相互企画の通常の活動を妨げ、個人的な企画も

同様に被害をうけました。しかしながら、なにをもってしても

私たちの絆、私たち両協会間の長年の友好を切り裂くことはで

きず、またロシアと日本両国民の親交の進展を止めることはで

きません！ 

 すべての試練と制約にも関わらず、2021年にはロシアに於い

て、また日本に於いても両国民間の関係の発展に関わる友好団

体およびその他の組織は活発に活動を続けました。そして、私

たちは、この困難な時期の挑戦に応える新たな活動方法、新た

な現代的な交流の様式を見いだしました。この試練は私たちを

より一層強くし、人々は自分自身とその力を信じ、新たな年2022

年に行事の規模を拡大する意欲に満ちています。  

 私たちは善が悪に勝利すること、全世界で正義と幸福が勝利

することを信じています。私たちは貴協会のご成功を心より祈

念いたします！親愛なる友人の皆様、来る新年の幸せ、健康そ

して成功を！新年おめでとう！ 

        ロ日協会会長 イーゴリ・ロマネンコ  

        理事長    ガリーナ・ドゥトキン 

        書記局長   エヴゲーニイ・クルチナ 
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12月5日日曜日、午後5時から、大門駅の

すぐ近くにある新亜飯店が、ロシア語クラ

ス受講者の懇親会会場でした。新型コロナ

ウイルスの影響が長く続く中、このような

会への参加は本当に久しぶりでした。 

  食事は、上海料理、点心等のコース料理

で、皆で円卓を囲みました。色々なロシア

語クラスから参加者が集まり、初めてお会

いする方が何人かいました。 

 初めにそれぞれ飲み物を注文し、前菜が

用意され、乾杯の後、自己紹介が始まりま

した。ロシア語クラスを受講している方々

は、珍しい職業や独特な経験をされている方が多く、自己紹

介の短いお話だけでも、大変興味深いものばかりでした。 

 自己紹介を聞くと、更に詳しく聞きたくなります。宇宙開

発関係、神社関係、元ジャーナリストの方の話等、本当に

びっくりする話ばかりです。数種類の炒め物、小籠包、スー

プ、炒飯等、美味しい料理を食べながら、皆で盛り上がった

り、座席が近い人と話したりと、2時間ほどがあっという間

に過ぎてしまいました。もっと詳しく話を聞きたかったで

す。また、大きな円卓だったので、座席が離れていた方々の

お話は、あまり聞くことが

出来なかった事が残念でし

た。 

 私はオクサナ先生のロシ

ア語講座を2年程受講しまし

た。それまでは独学で勉強

していました。ロシア語講

座を受講することで、学習

のモチベーションを保つこ

とが出来ています。また、

独りでは分からなかった学

習の進め方も学ぶ事が出来

ています。そして、今回の懇親会では、私自身ではお会いす

る機会の無かった方々とお話することが出来ました。 

 貴重な学びと体験の場を準備して下さった千葉さん、美味

しいお店を紹介して下さった中村さん、どうもありがとうご

ざいました。また、数十年かけて得た知識や経験をお話下

さった皆さん、本当に楽しかったです。またお会い出来る日

を、楽しみにしています。 
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ロシア語懇親会             角田 涼子           

 お知らせ 

●ロシア語クラス生徒募集中！                

水曜 初級1A-1（19：05～20：05）初級1A-2（20：05～21：

05）土曜 上級（10：00～11：30） 

オンラインクラスは月曜 準中級(18：00～19：00)、日曜 ゼ

ロからクラス(18：00～19：00) 

＊事務所では少人数で実施し、消毒液、パーテーション等用

意して十分配慮はしておりますが、受講の皆様はマスクの着

用、換気、手洗い等、感染の予防にご協力お願いいたしま

す。（緊急事態宣言の際は原則オンラインとなります。） 

●テーマ別ロシア語・22年第1回 

日時：2022年1月30日、2月6日、2月13日(日)13：30～16：00 

場所：参加者へ後日連絡 

会費：会員7,000円、一般8,000円 

＊協会事務局までお問い合わせください。 

E-Mail: nichiro@nichiro.org Tel:03-5563-0626 

            お願い 

 NPO日ロ交流協会では、ロシアでの日本の伝統文化などの

紹介、国内でのロシア関連の学習会、ロシア人とのイベント

交流など幅広い活動を続けています。これらの活動を一層推

進させるために皆様からのご寄付をお願い申し上げます。一

口千円からいくらでも結構です。この度は野崎守二氏にご協

力いただきました。ありがとうございます。 

＊御協力頂いた方に小さなロシア関連グッズを進呈中！             

振込先:郵便口座 00160-9-66486、加入者：日ロ交流協会  

連絡先:日ロ交流協会事務局 E-Mail:nichiro@nichiro.org  

  Tel:03-5563-0626 Fax:03-5563-0752                     

コラム：私のロシア語との出会い・ロシア語学習歴（1） 
 今年5月に事務局長に就任しました島山堅蔵です。40年以

上のロシア（ソ連）との付き合いを踏まえ、この先ロシ

ア・ロシア人についての経験を語りたいと思ってます。 

 初回は「私のロシア語との出会い・ロシア語学習歴！」

です。ロシア語を勉強しようと決心したきっかけは父の2年

半のソ連抑留経験です。小学校低学年の頃、父が晩酌時に

よく話した“たばこをもらえる不思議な3つのロシア語: 

!

(こんにちは！たばこ持ってる？くれ!）”を聞いたことで

した。それが耳に残り、中学1年生でロシア語を勉強するこ

とを決心しました。ロシア語は英語に比べ学習初期に覚え

る文法が難しい点が強調されます。名詞・形容詞・動詞の

みならず数字・名前も変化します。（しかし、文字に関し

ては、子音が多いロシア語の発音にはあの文字が適してい

ると私は感じています。） 

 大学を卒業して40数年働きましたが、市場は一貫してロ

シア（ソ連12年間）でした。この間駐在は3回で合計16年半

をロシアで過ごしています。商社での新人時代、専門がロ

シア語というだけで、周りから“すでにロシア語をマス

ターしている。”と思われ、実際は実力が追いつていない

ギャップに悩みました。そんな中、ロシア語をある程度マ

スター出来たきっかけは、“VAZ（ボルガ自動車工場）と締

結したピストンリング一貫製造プラント契約”です。新潟

県にあるR社の工場にVAZの専門家が研修・検収で来日する

度に“通訳”として会社から同行を命じられました。最初

はピストンリングというロシア語すら知らなかった私です

が、約1年半たったある日、R社の技術者が日本語で説明し

ていた時、全く意識しないでロシア語で通訳している自分

がいることに気づきました。この1年半の私の行動は次回お

話します。（事務局長） 
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      茶道体験交流            千葉麻里  

昨年10月30日、「石巻若宮丸漂流民の会」設立20周年記念イ

ベントとして「オンラインで結ぶ 若宮丸漂流民世界一周の

旅」が開催された。若宮丸の出航地石巻の会場と、漂流民ゆか

りの国内および海外の地（アラスカ、サンクトペテルブルグ、

ブラジルのフロリアノポリス）とが結ばれた。 

 函館は、「ゴロヴニン事件」解決のために、「ディアナ号」

副艦長リコルドに請われた善六が、「通訳キセリョフ」とし

て、漂流後初めて上陸した日本の地である。倉田からは、

「ディアナ号」の投錨地「山背泊」や日露の会談場所「沖の口

番所」周辺の現在の映像を交えながら報告した。 

「沖の口番所」は、蝦夷地に出入する旅人、貨物を検査し、税

金を徴収する場所で、ゴロヴニンやリコルドの手記にはтам

ожня（税関）と記されている。文化十年九月十七日（西暦

1813年10月9日）、会談は始まった。リコルドが、「会見が友好

的な雰囲気である」と口火を切り、善六がこれを日本語に訳し

た。幕府高官たちは笑顔を見せた。日本側の返答を通訳するた

めに善六は待ち構えていた。ところが、その声は善六に聞き取

れないほど小さく、突然、

高官の隣に座っていた下級

役人（村上貞助）が上手な

ロシア語で通訳した。これ

にはリコルドも驚いた。そ

の先の通訳は、貞助一人が

行った。 

 在ロシア20年、40代半ば

の善六は、人生を懸けて日

本に上陸した。漂流という不

2022年1月1日 第317号 (通刊448号)  

可抗力とはいえ、国外に出てしまい、しかも帰化した。善六の身

を案ずるリコルドには、「私は日本人ではありません」と言い

切った。そこまでの決意で臨み、日露双方の通訳を務めると思っ

ていたにも関わらず、リコルドの通訳の座まで奪われてしまった

のである。 

 村上貞助は、松前に幽囚中のゴロヴニンからロシア語を学ん

だ。1年程度と考えられるが、ゴロヴニンを驚かせるほど上達が早

かったという。語学の才に加え、松前藩の命を受け、ゴロヴニン

というすばらしい師の下で集中的に学び習得したロシア語と、長

年のロシア生活で身に着けたロシア語の差は歴然としていたであ

ろう。 

 だが、善六の弱点は日本語にあったのではなかろうか。会談中

の幕府高官の「笑い」（リコルドの手記”Записки фло-

та капитана Рикорда о плавании его 

к японским берегам в 1812 и 1813 годах и 

о сношениях с японцами.”ではНачальн-

ики улыбнулись.）は、リコルドの発話に対する社交

辞令的な「笑い」か、それとも善六の日本語の拙さに対する「薄

笑い」だったのか。 

 いずれにせよ、リコルドは、上官ゴロヴニンの釈放がかかった

この重要な局面では、貞助に通訳を一任すべきと瞬時に判断した

のだ。善六はどれほど落胆したことか。 

 こうして善六は、リコルド、そして釈放されたゴロヴニンらと

「ディアナ号」でロシアへ戻った。だが、14日間を過ごし、最初

で最後となった日本上陸の地・函館のことは忘れなかった（次

回、「函館の二代目ソ連領事キセリョフ」へ）。 

        （ロシア極東連邦総合大学函館校教授） 

 

ロシアに帰化した漂流民善六が「通訳キセリョフ」として上陸した地・函館    倉田  有佳 

 日頃、文化交流に携わり、日本

文化に関心のある大使館の方から

のリクエストで、茶道体験をして

いただくことになりました。2021

年8月10日（火）午後1時から田町

リーブラの和室を使用。リーブラ

は設備もよく、新しくなっている

ので居心地がいいのですが、コロ

ナの中ではやや部屋が狭いので、

2部屋借りることにしました。 

 水屋には、以前から時折お手伝

いをお願いしているベテランの先生方を二人、大里先生と関

先生に来ていただきました。床の間のお花は山岸先生に活け

ていただき、通訳は日本文化に詳しいオクサーナさんに、お

運びをロシア語勉強中のジェームズさんにお願いしました。 

 主菓子は小布施堂の栗餡の練り切りで、美しい芙蓉の花を

かたどったもの、干菓子に老松のすりコハク、茶杓にギヤマ

ンのメダカで涼しさを感じていただきました。お茶碗にアサ

ガオで季節感を、アマビエでコロナ退散、さらに棗に六瓢を

使って健康を祈りました。更好棚に最後に飾る蓋置には、エ

カテリンブルグで文化交流の中で頂戴したグジェリ焼きを使

い、思い出も披露しました。 

 茶席で重要な掛け軸には「一期一会」。ロシアでもご存知

の方が多いのですが、改めて意味を説明して出会いの大切さ

をお互いに痛感することとなりました。 

 小豆餡が苦手な方が多い

ので厳選した栗餡の主菓子

は大変好評で、14日の麻布

区民センターでのお茶会

（21年11月号掲載）にも小

布施のものを使用しまし

た。会が終わっても、店の

名前を聞かれたり、今まで

のお茶会で一番おいしいお

菓子でした、とロシアにお

土産として持って帰りたい

など、うれしい言葉をかけていただきました。 

 作法としてのお菓子の取り方、お茶碗の扱い、「お先に」

「お点前ちょうだいいたします」といった日本語も繰り返し

ました。皆さんすぐに覚えてくださり、茶道で大切なお客ぶ

りは、むしろ大使館の方々の方が上手ではないかと思われま

す。日頃、海外で文化交流に熱心に関わっておられるからな

のでしょう。 

 ジェームズさんも黒一点で慣れないお運びを一所懸命しな

がら、時折、習いたてのロシア語を混ぜて参加してくれまし

た。山岸先生のお花も華やかでありながら早めの秋を感じら

れる見事なものでした。通訳のオクサーナさんはいつも頼り

になります。 

 大使館の皆さんも十分に楽しんでくださったのでしたら幸

いです。                 （副会長） 

「北夷談附図」に描かれた函館上陸時

の善六（右端）（函館市中央図書館蔵）   
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西山 美久 

 新型コロナウイルスの感染者と死者の増加を受

け、プーチン大統領は10月30日から11月7日までを

非労働日とすると発表した。ロシアの中でも特に

感染者が多いモスクワでは、ソビャーニン市長が

10月28日から11月7日までを非労働日に指定した。

今回の措置では、生活必需品を扱うスーパーや薬

局等を除き、娯楽施設や全ての飲食店等が一斉休

業にされた。もっとも、経済への打撃を考慮し、

飲食店がテイクアウト形式での販売は認められ

た。これを受けメディアはロックダウンの再導入と一斉に報じた

が、ペスコフ大統領報道官はロックダウンではないとすぐさま反

論した。曰く、都市間の移動は制限されておらず、厳密な意味で

の都市封鎖（ロックダウン）ではないという。 

 今年は、11月4日（木）の「民族統一の日」のほかにも、5日

（金）が振替休日で休み、そして土日も入れると4連休となる。

この11月の連休中に旅行を計画する人が多数いたようだ。もっと

も、ワクチンを相互承認していない欧州への旅行は依然として難

しく（いや、むしろ面倒で）、ソチやサンクトペテルブルクと

いった国内地方都市への旅行が注目を集めた。試しにモスクワ・

サンクトペテルブルク間を結ぶ高速鉄道サプサンのチケットの売

れ行きをインターネットで調べたところ、空席は残りわずかと

なっていた。そうした中、プーチン大統領が全国規模での非労働

日を導入すると、連休が長引いたと勘違いした（思い込んだ）の

か、サプサンのチケットが勢いよく売

れ、各列車はいずれも満席状態であっ

た。 

 ところが、サンクトペテルブルク市行

政府が感染拡大を食い止めるために、モ

スクワと同様に飲食店等の営業に制限を

加えたほか、ホテル滞在にあたってQR

コードの携行を義務付けた。同市行政府

関係者は、今回の措置について人の流れ

を抑制するためだと明かした。ペテルブルクへの旅行が事実上中

止に追い込まれる形となってしまい、サプサンのサイトを確認し

たところ、当然だが、チケットの多くがキャンセルされていた。 

 さて、感染者の急増と非労働期間の導入にもかかわらず、モス

クワ市では大きな混乱は生じなかった。むしろ、コロナにもう慣

れてしまったのか、非労働期間中とはいえ自宅で静かにしている

のではなく、市内を散歩したり、テイクアウトしたコーヒーやサ

ンドイッチといった軽食を食べながらブラブラしたりする人もい

た（写真は赤の広場に隣接する通り。筆者撮影）。また、出張者

などホテル宿泊者に限ってホテル内のレストランが利用可能にな

るとのニュースが流れると、わざわざ宿泊する人もいたという。 

 コロナ感染者が日本よりもだいぶ多いモスクワであるが、今の

ところ大きな混乱もなく、新年を迎えようとしている。 

                   （北海道大学） 

     コロナ制限措置再導入下のモスクワ 

2022年1月1日 第317号 (通刊448号)  

 コロナ禍2年目ということで皆様がたいへんな思いをされてい

らした2021年の年末も押し迫ろうという12月、私はエンターテイ

メント性の強い4本のロシアの映画を観に行って参りました。 

 師走の時期に観た映画は、まず「ユナイテッドシネマ幕張」と

いうシネコンでワジム・シメリョフ監督「1941 モスクワ攻防戦

80年目の真実（原題：ポードリスク士官候補生）」、そしてアン

ドレイ・ボガトィリョフ監督「ナチス・バスターズ（原題：赤い

亡霊）」です。第二次世界大戦のそれぞれの悲惨な物語について

戦争を知らない世代が真摯にしかし分かり易く見応えたっぷりに

描いた作品でした。 

 さらに、時代の変化を感じ印象的だったのが「イオンシネマ市

川妙典」で観たドミトリー・ディヤチェンコ監督「ベロゴリア戦

記 第１章：異世界の王国と魔法の剣（原題：最後の勇者）」と

「ベロゴリア戦記 第２章：劣等勇者と暗黒の魔術師（原題：最

後の勇者：悪の根）」です。この2作で「ウォルト・ディズ

ニー・カンパニーCIS」という会社がモスクワの中心街「ロッ

テ・プラザ」ビルに2006年に設立されていたことを私は初めて知

り、映画の冒頭にシンデレラ城

の映像、その前をバーバ・ヤ

ガーが住む小屋、鳥の足がつい

たロシアのおとぎ話でなじみの

小屋がぴょんぴょん飛び跳ねて

横切って出てくる姿を目にして

先ずは驚いたものです。 

 現代モスクワの青年イワンが

ひょんなことから、古代ロシア

のベロゴーリエへと迷い込み、口承叙事詩ブィリーナで描かれ

た勇者イリヤ・ムーロメッツの息子であると告げられます。そ

してアファナーシェフの民話集に出てくるような、不死身のコ

シチェイ老人、蛙に姿を変えられた賢女ワシリーサ、600歳の魔

女バーバ・ヤガーと空飛ぶ碾臼、海のツァーリで水を操るヴォ

ジャノーイたちとの関わりが面白く描かれていきます。第2章で

は、まんまるパンのコロボークまで登場して、楽しさは益々膨

らみます。しかし、これまでにない型破りなロシア映画の日本

での人気はいまひとつだったようで、第1章を観た時の館内は私

ただ一人、第2章がかろうじて7人の観客でした。 

 コロナ対策に十分な配慮がなされた施設ではあっても、都会

と比べると地方の映画館への客足は淋しいものがあります。 

 イワンが異世界に迷い込むきっかけとなるのは最初ウォー

タースライダーを潜り抜けたことによるものであったのです

が、ベロゴーリエで手にした魔法の剣をくるくると動かして渦

巻きをつくるとその中に入ることでおとぎの世界と現代のモス

クワとを行き来できるようになっていくのです。 

 第2章の最後、大地に根を生やした悪の権化とイ

ワンが対峙する場面で、剣先に渦巻きをつくり悪

の根共々、モスクワの街へ降り立ちます。戦って

いた悪の権化は、大地に根を付けられず、ビルの

地下を破れども地下5階まで駐車場が続いていると

いうオチで、イワンに負けてしまう、そんな現代

ロシアへの風刺で締めくくられる面白さがありま

した。（「プロコ・エアサービス」シニア・アド

バイザー） 

 ベロゴーリエ               畔上 明 
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